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　東京医科大学入試の不正については次々と新事実が明らかにされ、日常会話にも上ることが多い。

その際の男性医師の意見はもちろんさまざまだが、共通点がある。この不正の原因は医療界の特殊

事情によるものであり、決して男女差別ではないというものだ。「男女差別？そんな前近代的な代

物が、知識人で構成された医療界にあるはずがない。今の日本では女性が強いじゃないか（俺はま

すます責任が重くなりストレスフルなのに ※1）。子育てを終えたうちのかみさん、いつも出歩いて

楽しそうだぜ。（俺が稼いだ金でね ※２）」　　　　　　　

　夫婦間の力関係を普遍化されてもなぁ、と思っていたところ、11月初旬の報道で、東京医科大

学の過去 2年間の推薦入試と一般入試で、2017 年度に 32人（男子 16人、女子 16人）、2018 年

度に 69人（男子 18人、女子 51人）の計 101 人が本来は合格していたのに、不当に不合格となっ

ていた事実を知る。101人！そのうち女性は16＋51＝67人！過去50年の累計などではなく、たっ

た 2回の入試でこの数字。これを差別と呼ばなければ何と呼べばいいか教えてもらいたい。

　そして女子だけが被害者ではない。同大学の現役男子、一浪男子のうち少なくない数の学生は、

不正に合格にされたのだ。知らないうちに下駄を履かされていたのだ。気の毒に。東医ボーイが履

いているのは、ナイキでもプラダでもなく下駄。白衣に下駄は似合わない。

　さて、私たち女性はどうしたらいいだろう。既得権がダボダボスーツにネクタイをしている世代

を教育し直すのは手遅れだから、若い世代をまっとうに育てないといけない。イギリスの女優キー

ラ・ナイトレイ ※３は、『シンデレラ』を 3歳の娘には見せないそうだ。「シンデレラは裕福な男性

に救い出されるのを待ってるんだもの。ありえないわ。自分で救い出すのよ！」

　私も将来、孫に読ませたい絵本、読ませたくない絵本のリストを作っておこうかしら。

　※1、※２は、私の個人的補足

　※3出演作品　『パイレーツ・オブ・カリビアン』『プライドと偏見』他多数

（理事　長谷川　奈津江）
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